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稲美町スポーツ推進計画策定委員会設置要綱 

 (平成 30 年 4 月 20 日教委要綱第 1 号) 

(設置) 

第 1 条 スポーツ基本法(平成 23年法律第 78 号。以下「法」という。)第 10 条第 1項の規定に基づ

き、稲美町スポーツ推進計画（以下「計画」という。)を策定するにあたり、その基本的事項や内

容等について検討するため、稲美町スポーツ推進計画策定委員会(以下「委員会」という。)を設

置する。 

(所掌事項) 

第 2 条 委員会は、次に掲げる事項を所掌する。 

(1) 計画の原案を作成すること。 

(2) その他、計画策定のために必要な事項に関すること。 

(組織) 

第 3 条 委員会は、委員 15 名以内をもって組織する。 

2 委員は、次の各号に掲げる者のうちから教育委員会が委嘱する。 

(1) 学識経験者 

(2) 社会教育関係者 

(3) 住民の代表者 

(4) 行政関係者 

(5) その他教育委員会が特に必要と認める者 

(任期) 

第 4 条 委員の任期は、当該事案の審議が終了するまでの期間とする。 

(委員長及び副委員長) 

第 5 条 委員会に委員長及び副委員長を各 1名置く。 

2 委員長は、委員の互選によって定め、副委員長は、委員長が指名する。 

3 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。 

4 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき又は委員長が欠けたときは、その職務

を代理する。 

(会議) 

第 6 条 委員会の会議（以下「会議」という。）は、委員長が招集し、委員長がその会議の議長とな

る。 

2 委員長が必要と認めるときは、会議に委員以外の者の出席を求め、説明又は意見を聴くことがで

きる。 

(庶務) 

第 7 条 委員会の庶務は、教育政策部において処理する。 
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(補則) 

第 8 条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営について必要な事項は、委員長が別に定める。 

附 則 

(施行期日) 

1 この要綱は、公布の日から施行する。 

(招集の特例) 

2 この要綱の施行の日以降最初に開かれる委員会は、第 6条第 1項の規定にかかわらず、教育長が

招集する。 
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武 仲 信 昭 

田 口 結 子 
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稲美町スポーツ推進計画策定委員会 協議内容 

 

日程 内容 

第 1 回 

平成 30年 5 月 28 日 

・稲美町スポーツ推進計画策定に向けてのスケジュール 

・稲美町スポーツ推進計画策定に向けての方向性について 

・町民アンケートについて 

第 2 回 

平成 30年 7 月 23 日 

・町民アンケート（スポーツ意識調査）進捗状況について 

・稲美町のスポーツ振興の現状について 

  行政・稲美町スポーツ推進委員会・ＮＰＯ法人稲美町体育

協会・スポーツクラブ 21 いなみ等 

第 3 回 

平成 30年 9 月 14 日 

・町民アンケート（スポーツ意識調査）の結果について 

・スポーツ推進計画骨子案について 

第 4 回 

平成 30年 11 月 12 日 

・稲美町スポーツ推進計画（案）について 

・パブリックコメントについて 

第 5 回 

平成 31年 1 月 21 日 
・稲美町スポーツ推進計画（案）について 
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町民意識調査の概要 

 

1．調査目的 

 本調査の目的は、稲美町民の運動・スポーツ実施状況とスポーツ振興の現状分析を行い、稲美町民のス

ポーツ実施の現状とニーズ、および稲美町が取り組むべき課題を明確にすることにある。また、町民の運動・

スポーツ実施を推進するための方策を検討する基礎資料とする。 

 

2．調査概要 

 実施期間：平成 30年 6月 22 日（金）～7月 6 日（金） 

 調査対象：稲美町民 3,000 人 

 回収率：42.8％（1,283 人） 

 調査方法：郵送法によるアンケート調査 

調査項目及び尺度：次ページ表 1 を参照 

分析方法：単純集計及び自由記述の内容分析。 

単純集計においては、全体、性別（男性・女性）、及び一部結果においては年代別による比較を

行った。年代別については、壮年層（20-39 歳）、中年層（40-59 歳）、高齢者層（60 歳以上）の 3 分

類を基に分析を実施した。 

 

3. 調査結果の要約 

1） 個人的属性について、「男性」は 44.7%、「女性」は 55.3%であり、年代は「壮年層（20-39 歳）」が 16.4%、

「中年層（40-59歳）」が27.8%、「高齢者層（60歳以上）」が55.8%であった。職業について、「フルタイム」

が 30.9%と最も多く、次いで「無職」が 24.6%、「主婦・主夫」が 21.8%の順であった。結婚について、「未

婚」が 15.7%、「既婚」が 84.3%であった。居住地域（小学校区）について、「加古」が 14.8%、「母里」が

19.1%、「天満」が 35.7%、「天満南」が 14.8%、「天満東」が 15.6%であった。 

2） 自身の健康状態について、全体では「健康である」が 22.2%、「どちらかといえば、健康である」が 54.9%

で、合計すると 8 割弱であった。年代別では、壮年層（20-39 歳）の 88.7%が「健康である」、「やや健康

である」と回答しており、中年層（40-59 歳）が 79.4%、高齢者層（60歳以上）が 72.7%と、年代が上がるに

つれ、健康でないと認識している人が多い。 

3） 体力の自信について、全体では「体力に自信がある」が 6.4%、「どちらかといえば、体力に自信がある」

が 39.4%で、合計すると 45.8%であった。性別では、女性よりも男性の方が体力に自信がある傾向が見ら

れた。年代別では、中年層（40-59 歳）が最も体力に自信がない。 

4） 普段の生活での運動不足について、全体では「大いに感じる」が 31.3%、「ある程度感じる」が 43.8%で、

合計すると 75.1%であった。性別では、女性よりも男性の方が運動不足を感じている傾向が見られた。

年代別では、高齢者層（60 歳以上）よりも、壮年層（20-39 歳）・中年層（40-59 歳）の方が普段の生活

で運動不足を感じている。 



- 20 - 

 

5） 1年間の運動・スポーツ実施日数について、全体では「週に1日以上運動・スポーツを実施している」人

が 47.5％、「週に 3 日以上運動・スポーツを実施している」人が 18.7％、「運動・スポーツをしなかった」

人が21.6％であった。性別で見ると、男性において「週に1日以上運動・スポーツを実施している」人は

48.8％、「週に 3 日以上運動・スポーツを実施している」人は 20.0％、「運動・スポーツをしなかった」人

は 17.3％であった。女性について、「週に 1 日以上運動・スポーツを実施している」人は 46.4％、「週に

3 日以上運動・スポーツを実施している」人は 18.2％、「運動・スポーツをしなかった」人は 25.3％であ

り、女性は男性よりも 1年間の運動・スポーツ実施日数が少ない結果となった。年代別では、「週に 1日

以上運動・スポーツを実施している」人について、壮年層（20-39 歳）では 33.7%、中年層（40-59 歳）で

は35.5%、高齢者層（60歳以上）では57.5%であった。「週に3日以上運動・スポーツを実施している人」

について、壮年層（20-39 歳）では 7.5%、中年層（40-59 歳）では 11.5%、高齢者層（60 歳以上）では

26.0%であった。「運動・スポーツをしなかった」人について、壮年層（20-39 歳）では 21.9%、中年層（40-

59 歳）では 23.4%、高齢者層（60 歳以上）では 20.8%であった。年代が上がるにつれ、運動・スポーツ実

施頻度が高く、未実施者については中年層（40-59 歳）が最も多い。 

6） 運動・スポーツの実施理由について、全体では「健康のため」が 37.8％と最も多く、次いで「楽しみ、気

晴らしとして」が 37.1％、「友人・仲間との交流として」が 31.5％の順であった。性別で見ると、男性は「楽

しみ、気晴らしとして」が 42.0％、女性は「健康のため」が 36.2％と、それぞれ最も多い。 

7） 運動・スポーツの実施場所について、全体では「公共スポーツ施設」が 26.7％と最も多く、次いで「公園」

が 24.1％、「道路」が 22.3％の順であった。性別で見ると、男性は「公園」が 28.0％、女性は「公共スポ

ーツ施設」が 26.9％と、それぞれ最も多い。 

8） 1 年間の運動・スポーツ実施種目について、全体では「散歩、ウォーキング」が 46.2％で最も多く、次い

で「体操（ラジオ体操を含む）」が 19.1％、「ストレッチ」が 15.8％の順であった。性別で見ると、男女とも

に「散歩、ウォーキング」の実施者が多かったものの、男性では「ゴルフ（コース）、女性では「ヨガ」が上

位に入るなどの性差が見られた。 

9） 1 年間における稲美町生涯学習課や町体育協会、スポーツクラブ 21、育成会などが催すスポーツ行事

（大会や教室など）への参加について、全体では「参加した」が 15.2%、「見に行った」が 3.0%、「参加し

なかった」人とは 60.5%であり、半数以上の町民がスポーツ行事に関与していない。また、今後、参加し

たい地域のスポーツ行事について、全体では「体力テスト測定」が 36.5%で最も多く、次いで「レクリエー

ション・イベント」が 36.4%、「スポーツ教室」が 27.9%の順であった。性別で見ると、上位 2 項目で大きな

差は見られなかったものの、男性は「スポーツ競技大会」、女性は「スポーツ教室」の開催を望んでいる。 

10） スポーツクラブや同好会への加入状況について、全体での「スポーツクラブ加入率」は、29.5%、「過去

に加入していたが、今は加入していない」が 25.2%、「これまで加入したことはない」が 48.3％であった。

性別で見ると、男性のスポーツクラブ加入率が 30.1%、女性は 28.2%であり、年代別で見ると、壮年層

（20-39 歳）が 28.3%、中年層（40-59 歳）が 20.4%、高齢者層（60 歳以上）が 33.9%であった。 

11） 現在の運動・スポーツ実施状況と今後の予定について、全体では「現在定期的（週 1 回以上）に運動・

スポーツをしており、6 か月以上継続している」が 35.6%、「現在定期的に運動・スポーツをしているが、
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始めてから 6 か月以内である」が 3.7%、「現在運動・スポーツをしているが、定期的ではない」が 19.0%、

「現在運動・スポーツはしていないが、6か月以内に始めようと思っている」が 12.1%、「現在運動・スポー

ツはしておらず、今後もするつもりはない」が 29.6%であった。性別で見ると、男性が女性よりも定期的実

施者が多い。年代別に見ると、高齢者層（60 歳以上）は「現在定期的（週 1回以上）に運動・スポーツを

しており、6 か月以上継続している」が 45.9%であり、他の層よりも 20 ポイント近く多い。 

12） 運動・スポーツに関して欲しい情報について、全体では、「健康・体力づくり情報」が 36.8％と最も多く、

次いで「新しいスポーツ、気軽にできる運動・スポーツなどの情報」が 24.2％、「各種スポーツ教室の案

内」が20.2％の順であった。性別で見ると、女性は男性に比べ、生涯スポーツに関する情報を求めてい

る。 

13） 今後新たに始めてみたい運動やスポーツ（上位 50 種目）について、全体では「散歩、ウォーキング」が

38.9％と最も多く、次いで「ストレッチ」が 26.5％、「ヨガ」が 25.3％の順であった。 

14） ラグビーワールドカップ2019への関心について、全体では「関心がある」が 11.1%、「まあ関心がある」が

21.1%であり、性別で見ると、女性よりも男性の方がラグビーワールドカップ 2019 への関心が高い。東京

2020オリンピック・パラリンピックへの関心について、全体では「関心がある」が41.7%、「まあ関心がある」

が 33.5%であり、大きな性差は見られなかった。ワールドマスターズゲームズ 2021 関西への関心につい

て、全体では「関心がある」が 4.8%、「まあ関心がある」が 8.9%であった。一方で、「関心がない」、「あまり

関心がない」人が約 5 割存在した。性別で見ると、女性よりも男性の方がワールドマスターズゲームズ

2021 関西への関心が高い。 

15） 1年間に直接現地で観戦したスポーツについて、全体では約5割が観戦している。種目別では「プロ野

球」が 22.8％と最も多く、次いで「高校野球」が 13.0％、「ゴルフ」が 6.1％の順であった。また、「観戦し

なかった」は 49.9%であった。1年間にテレビやインターネットで間接的に観戦したスポーツについては、

全体で約 95%が観戦している。種目別では「プロ野球」が 48.2％と最も多く、次いで「サッカー日本代表」

が 43.5％、「高校野球」が 34.1％の順であった。また、「観戦しなかった」は 5.3%であった。 

16） 運動・スポーツに関するボランティア活動について、全体では「日常的・定期的に行った」が 4.8％、「イ

ベント・大会で不定期に行った」が 6.3％で、合計で11.1％であった。また、「行っていない」が 85.6％で

あり、男女ともに 8 割以上が運動・スポーツに関するボランティア活動を行っていなかった。具体的なボ

ランティア活動の内容について、全体では「大会・イベントの運営や世話」が 5.8％と最も多く、次いで

「スポーツクラブ・団体の運営や世話」が 3.8％、「運動やスポーツの指導」が 2.7％の順であった。 

17） 障がい者スポーツへの関わりについて、全体では「テレビやラジオ、新聞などで、間接的に見たり、聞い

たりしたことがある」が 59.5％と最も多く、次いで「見たり、聞いたりすることがあまりない」が 32.4％であっ

た。 

18） 運動・スポーツの重要度に関して、全体では「大切」が 40.8％、「まあ大切」が 40.8％と、合計で全体の

約 8割を占めていた。 

19） 日常生活での充実感について、全体では「十分充実感を感じている」が 13.6％、「まあ充実感を感じて

いる」が 57.1％と、合計で全体の 3分の 2 を占めていた。 


